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今月のみどころ
・年頭のごあいさつ

・町職員給与等公表

・確定申告の準備はお早めに！

・町政バスが発車しました

・町文化祭

みんな元気に　歌ったよ！
（12月３日・かじかざわ児童センターまつり）



新年の
将来を見据え判断する年に

富士川町長　志村　　学

　あけましておめでとうございます。
　皆さまには、ご家族お揃いで希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申しあげます。
　昨年は、東日本大震災が発生し、国内最大級の地震とその後の大津波により多くの尊い命が奪われました。犠牲
になられました方に対し深く哀悼の意を捧げるとともに、被災されました皆さまにお見舞い申しあげます。
　この大震災に対し全国的に支援の輪が広がりました。本町においても、義援金や救援物資の収集を行ったところ
約500万円の義援金と約5トンの救援物資が寄せられました。義援金は山梨県町村会を通じて被災地に、救援物資
は、宮城県気仙沼市にそれぞれお送りいたしました。町民の皆さまのご協力に感謝しているところであります。
　さて、本町では、まちづくりの指針でもあります「富士川町総合計画」を平成23年9月に策定し、まちづくり
の将来像を「暮らしと自然が輝く　交流のまち」とし、その実現のための諸施策に鋭意取り組んでいるところであ
ります。
　今年は、峡南の医療再生計画の中核を成す医療体制の構築をはじめ、リニア中央新幹線のおおまかなルートが示
されたことによる本町通過の可能性が大きいことや東日本大震災を教訓とした防災体制の確立など、町の将来を見
据えた判断をする年になります。
　また、国民文化祭の山梨開催まで、あと1年と迫って参りました。本町で開催する「和太鼓の祭典」や「山車巡
行祭り」の開催に向けた機運の醸成を図り、町民が一体となって成功させたいと考えております。
　今後も本町の更なる躍進のため、社会基盤はもとより、様々な施策に全力で取り組んで参りますので、皆さま方
のなお一層のご理解とご協力をお願い申しあげます。

◀
町
制
施
行
1
周
年
記
念
式
典
（
3
／
8
）

◀
穂
積
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成
（
8
／
2
）

▶
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

へ
の
救
援
物
資
の
収
集
（
3
／
27
）

▶
第
1
回
よ
り
み
ち
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

（
9
／
11
）

ごあいさつ

2011年を
ふりかえって

平成 24. 1 月号　No.22（2）



新年の
将来に夢と希望が持てる年に

富士川町議会議長　望月　邦彦

　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまには、ご健勝にて平成24年の新春をお迎えのことと心からお喜び申しあげます。
　昨年中は、議会に対し深いご理解とご協力を賜り心よりお礼申しあげます。議長に就任して2年目の新春を迎え
ますが、町の活性化と発展のために皆さまの付託に応えられるよう、議員各位とともに、一生懸命審議を尽くして
皆さまの要望を町政に反映するために努力してまいりました。
　昨年は、大変激動の年でありました。多くの犠牲者を出した3月11日発生の東日本大震災は、千年に一度とい
われる大津波により未曽有の被害が発生しました。また、台風による被害も甚大でありました。一日も早い復旧・
復興と心の平安が戻りますようにお祈りいたします。
　国外においても中東諸国の内紛や欧州の債務危機。国内でも円高により経済に暗雲が漂った厳しい年でありまし
た。この激動の年に別れを告げ、今年は将来に夢と希望を持てる年になるよう願っています。
　わが町、富士川町は合併して2年が経過しますが、今日まで町民の皆さまの融和と一体感の醸成が図られ、まち
づくりもスムーズに進んでいるものと確信しております。
　「暮らしと自然が輝く交流のまち～生涯快適に暮らせるまち～」を目指して『富士川町総合計画』が策定されま
した。これを推進して行くには、財政の健全化はもとより、地域医療の確保・防災対策・地域コミュニティの強化
を図り、「住民・行政・議会」が三位一体になって成し遂げなければなりません。その礎となるのが町民憲章です。
「人の絆とぬくもりを大切に　共に働き学びあい　互いを認め助け合う　笑顔あふれるまちをつくります」この憲
章を胸に刻み、皆さまとともに明日の富士川町を開いていくために、力いっぱいがんばりますので旧に倍するご支
援ご指導を賜りますよう心からお願い申し上げます。
　町民の皆さまのご健勝とご繁栄を申しあげ、新年のごあいさつといたします。

▲中部横断自動車道の橋脚が立ち並び、増穂 IC 以南の整備が進
んでいます。平成 23 年 9 月、町道の駅検討委員会から道の駅整
備についての提言書が提出され、町の東部地域が大きく変わって
きます。
リニア中央新幹線のおおまかなルートが示され、数年後には富士
川町全体が大きく変化することが予想されています。

▲懸案の峡南の医療再生計画の中核をなす医療体制の構築に鋭意
努めるとともに、地域防災計画を基に防災資機材の整備、地域コ
ミュニティの再構築を行い、町民が安心して暮らせるまちづくり
を目指します。

未来へひらくまちづくり未来へひらくまちづくり
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富士川町職員の給与等を公表します
　富士川町職員の給料は、基本給としての給料と扶養手当や通勤手当などの諸手当から成り立ち、その職
務や責任の度合いに応じ、国・県の職員給与や民間給与などを考慮して、町議会の審議を経て「職員給与
条例」で決められています。

◎人件費の状況（平成 22年度普通会計決算）

区　分 人　口
H22.4.1 現在

歳出総額
A　千円

うち人件費
B　千円

比　率
B/A

22 年度 16,848 人 8,038,819 1,347,140 16.8％

※ 人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれて
います。

◎部門別職員数の状況（平成 23年 4月 1日現在）

区分 一般行政 教　　育 公営企業等 合　　計

職員数 148 人 15 人 17 人 180 人

前年比 2人 △ 3人 △ 4人 △ 5人

※教育の中には、教育長が含まれています。

◎職員の初任給の状況（平成 23年 4月 1日現在）

区　　　分 富士川町 国

一　般
行政職

大学卒 140,100 円 140,100 円

高校卒 172,200 円 172,200 円

◎特別職の報酬等の状況（平成 23年 12月 1日現在）

区　　　分 給料月額等 期末手当

特　

別　

職

町　長 685,500 円   6 月期 1.9 月分

副町長 568,000 円  12 月期 2.15 月分

教育長 538,000 円  合　計 4.05 月分

◎職員の平均給料月額・平均年齢の状況
（平成 23年給与実態調査）

区　　　分 一般行政職 平均年齢

富士川町役場
（一般行政職） 308,800 円 41.3 歳

◎職員給与費の状況（平成 23年度一般会計当初予算）

区　分 職員数
A

給　　与　　費　（千円）

給　料 職員手当 期末勤勉手当 合計B

23年度 158人 578,980 79,989 208,323 867,292

一人当たりの給与費（B/A） 5,489,189 円

※ 特別職に支給される給料・報酬などは含まれていません。ま
た、職員手当には退職手当は含まれていません。

◎職員手当の状況（平成 23年 12月 1日現在）

区
分 支給月

富士川町（月分） 国（月分）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期
末
勤
勉
手
当

6 月期 1.225 0.675 1.225 0.675

（1.025） （0.875） （1.025） （0.875）

12 月期 1.375 0.675 1.375 0.675

（1.175） （0.875） （1.175） （0.875）

合　計 2.600 1.350 2.600 1.350

（2.200） （1.750） （2.200） （1.750）

退
職
手
当

年　数 自己都合 勧奨定年 自己都合 勧奨定年

勤続20年 23.5 月 30.55 月 23.5 月 30.55 月

勤続 30年 41.5 50.7 41.5 50.7 

勤続 40年 53.5 59.28 53.5 59.28

最高限度 59.28 59.28 59.28 59.28
※（　）内は、特定幹部に適用。

（平成 23年 12月 1日現在）

給　与　の　内　容
◆毎月決まって支給されるもの
※給　　料 職種や職務に応じて給与表に定める額を支給
※扶養手当 配偶者 13,000 円、その他の扶養親族 6,500 円
※住居手当  借家の場合、家賃が 12,000 円を超える時に支

給し、家賃の額に応じ最高 27,000 円まで
※通勤手当  通勤方法により異なりますが、交通機関利用の

場合、運賃 55,000 円まで支給（自動車利用者
は、通勤距離に応じ支給）

◆特殊な職務・勤務に従事したとき、実績に応じ支給される
※特殊勤務手当　 危険、困難、不快、不健康な勤務についた

とき
※時間外手当　正規の勤務時間を越えて勤務したとき

◆臨時に支給されるもの
※期末・勤勉手当　 ボーナスに相当する手当　年間 3.95 月

分
※退　職　手　当　退職時に支給
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主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て

・ 

年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
）
の
扶
養
控
除
の
廃
止

・ 

16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
扶
養
控
除

額
は
、
一
般
扶
養
と
同
額

・ 

同
居
特
別
障
害
者
控
除
を
、
扶
養

控
除
又
は
配
偶
者
控
除
の
額
に
加

算
す
る
措
置
か
ら
特
別
障
害
者
控

除
の
額
に
加
算
す
る
措
置
に
改

正
。

◎
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
1
月
4

日
（
水
）
か
ら
鰍
沢
税
務
署
へ
提
出

で
き
ま
す
。

　
対
象
者
…
平
成
23
年
中
に
給
与
所

得
が
あ
る
方
（
源
泉
徴
収
税
額
の
あ

る
方
）

① 

マ
イ
ホ
ー
ム
を
借
入
金
で
取
得
し

た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④ 

年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整

を
受
け
て
い
な
い
場
合

◆
鰍
沢
税
務
署
で
の
申
告
書
作
成
指

導
期
間

平
成
24
年
1
月
23
日
（
月
）
〜
4
月

2
日
（
月
）

ら
書
類
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
ほ
か
、
最

高
で
4
、
0
0
0
円
の
税
額
控
除
を

平
成
19
年
分
か
ら
平
成
24
年
分
の
間

で
、
い
ず
れ
か
1
回
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
24
年
分
は
、

最
高
3
、
0
0
0
円
）

　
な
お
、
e
‐
T
a
x
で
の
申
告
に

は
、
電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
）
の
取
得
と
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
事
前
に
準
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
の
取
得
は
、
役
場
町

民
生
活
課
戸
籍
担
当
窓
口
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
と
併
せ
て
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
が
必
要
で

す
）

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
さ

れ
て
い
る
方
へ

　
こ
の
震
災
に
よ
り
納
税
地
を
所
轄

す
る
税
務
署
管
轄
外
に
、
避
難
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
の
申
告
・
納
税
等
に

関
す
る
相
談
は
、
鰍
沢
税
務
署
に
お

い
て
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

鰍
沢
税
務
署　
☎
22
│
3
1
9
1

ま
た
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http//w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成

（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
）
し
た
申
告
書

を
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
】

　
申
告
書
の「
控
」が
必
要
な
方
は
、

「
控
」
に
つ
い
て
も
必
ず
ボ
ー
ル
ペ

ン
な
ど
で
記
載
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
忘
れ
ず
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
e
‐

T
a
x
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
は
、
税

務
署
や
役
場
税
務
課
の
窓
口
は
大
変

混
雑
し
ま
す
が
、
e
‐
T
a
x
（
電

子
申
告
）
を
利
用
す
る
と
、
自
宅
や

会
社
に
い
な
が
ら
簡
単
に
申
告
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
e
‐
T
a
x
か
ら
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
票
や
医
療
費
の
領

収
書
の
添
付
が
省
略
で
き
る
（
確
定

申
告
期
限
か
ら
5
年
間
、
税
務
署
か

　
今
年
も
所
得
税
と
町
・
県
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

の
申
告
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
町
・
県
民

税
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
基
礎
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
福

祉
や
学
校
な
ど
の
申
請
の
際
に
必
要
な
諸
証
明
の
も
と
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
準
備
し
て
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
で
行
う
地
区
別
の
申
告
相
談
日
程
は
、
2
月
号
の
広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
税
に
関
す
る
作
品
の
優
秀
賞

「
親
子
で
考
え
る
税
に
関
す
る
標
語
」

◆
社
団
法
人
鰍
沢
法
人
会
会
長
賞

　

知
ろ
う
！　

学
ぼ
う
！　

税
の
仕
組
み
と
使
い
道

 

相
川
友
紀
（
増
穂
小
6
年
）

◆
金　
賞

　

納
税
し
心
を
こ
め
て
が
ん
ば
れ
日
本 

田
中　

彩
（
鰍
沢
小
6
年
）

中
学
生
の
税
の
作
文
（
題
名
掲
載
）

◆
山
梨
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

　

か
か
せ
な
い
税
金 

雨
宮
大
智
（
鰍
沢
中
3
年
）

◆
鰍
沢
納
税
貯
蓄
組
合
会
長
賞

　

税
に
つ
い
て 

秋
山
小
牧
（
増
穂
中
3
年
）

　

税
金
の
大
切
さ 

金
丸
未
来
（
増
穂
中
3
年
）

確
定
申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

確
定
申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

申
告
期
間
は
、
2
月
16
日
〜
3
月
15
日

還
付
申
告
は
税
務
署
で
1
月
4
日
か
ら
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11
月
18
日
、第
2
弾「
見
よ
う
！
学
ぼ
う
！
町
政
バ
ス
」が
出
発
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
「
ゆ
ず
狩
り
」
体
験
を
実
施
。
ト
ゲ
で
ゆ

ず
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
て
い
ね
い
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
に
よ
っ
て
疲
れ
て
冷
え
た
体
は
昼
食
の「
ゆ
ず
う
ど
ん
」に
よ
っ

て
ぽ
か
ぽ
か
に
。
次
に
訪
れ
た
日
出
づ
る
郷
活
性
化
組
合
「
ほ
ず
み
の
郷
加

工
直
売
所
」
で
は
、
食
べ
た
ば
か
り
の
う
ど
ん
を
自
宅
用
に
と
購
入
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

▼熱心に説明を受けます

▲約 360kg のゆずが収穫できました

◀　　ゆず狩りの様子　　▶

▲収穫後▲収穫前

▶
昼
食
に
ゆ
ず
う
ど
ん
を
食
べ
ま
し
た

▶
「
ほ
ず
み
の
郷
加
工
直
売
所
」
に
て
ゆ

ず
の
つ
め
放
題

◀
文
化
祭
文
化
展
の
見
学

　
町
内
の
特
産
・
名
産
に
触
れ
、
大

満
足
の
一
日
を
お
く
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
「
町
政

バ
ス
」は
年
2
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

見よう！学ぼう！町政バス！！見よう！学ぼう！町政バス！！
第 2弾
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第
2
回
富
士
川
町
民
文
化
祭
文
化
展
は
、10
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
鰍
沢
地
区
、

11
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
増
穂
地
区
と
2
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

11
月
19
日
に
街
角
の
音
楽
会
、
11
月
20
日
に
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
、
芸
術
文
化
の
祭
典
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
町
文
化
功
労
者
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
文
化
功
労
者
表
彰　
　
　
　
太
田
治
孝
氏
（
平
林
）

◆
文
化
功
労
者
特
別
表
彰　
　
保
坂
喜
久
氏
（
中
部
）

▶
鰍
沢
地
区
文
化
展

▶
増
穂
地
区
文
化
展

▲茶席で茶道を学びました（左：増穂地区、右：鰍沢地区）

▲美しいハーモニーを奏でる「あやめコーラス」（街角の音楽会）▲一生懸命バレエを披露（芸能フェスティバル）

力
作
ぞ
ろ
い
の
文
化
の
祭
典

文
化
祭
開
催
！
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D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
は
、『
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
又
は
あ
っ

た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
』
の
こ

と
で
す
。
D
V
は
犯
罪
と
な
る
行
為

を
含
み
、
か
つ
被
害
者
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
重
大
な
問
題
で
す
。

夫
婦
や
恋
人
同
士
と
い
っ
た
二
人
の

関
係
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
て

も
、暴
力
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
ド
ラ
マ
「
カ
レ
、
夫
、
男
友
達
」

　
こ
の
ド
ラ
マ
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？　
三
人
姉
妹
の
長

女
麻
子
を
木
村
多
江
さ
ん
が
演
じ
て

い
る
の
で
す
が
、
D
V
の
被
害
者
な

の
で
す
。
夫
（
ユ
ー
ス
ケ
・
サ
ン
タ

マ
リ
ア
）
は
、
一
流
銀
行
の
エ
リ
ー

ト
な
の
で
す
が
…
。
妻
・
麻
子
は
夫

に
暴
力
を
振
る
わ
れ
大
け
が
を
さ
せ

ら
れ
て
も
、
誰
に
も
言
わ
ず
我
慢
を

し
、
夫
に
尽
く
す
の
で
す
。
姉
の
様

子
が
変
だ
と
気
づ
き
声
を
か
け
る
妹

に
さ
え
話
さ
な
い
の
で
す
。
と
い
う

よ
り
話
せ
な
い
の
で
す
。
夫
に
気
を

使
い
脅
え
な
が
ら
の
生
活
。
暴
力
を

振
る
う
反
面
、
と
っ
て
も
優
し
く

な
っ
た
り
、
甘
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
た
め
離
れ
ら
れ
な
い
の
で

し
ょ
う
？　
で
も
、
麻
子
は
つ
い
に

逃
げ
出
す
の
で
す
が
…
。

◎
D
V
の
実
態

　
山
梨
県
の
平
成
22
年
度
の
実
態
は

次
の
よ
う
で
す
。

　
県
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
件
数
は
、
1
2
8
8
件

で
過
去
最
高
。
相
談
に
訪
れ
て
い
な

い
被
害
者
も
多
数
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
D
V
を
受
け
た
経
験
が

あ
る
人
は
、
女
性
の
37
・
1
％
、
男

性
も
17
・
4
％
。
身
体
に
対
す
る
暴

力
や
人
格
を
否
定
す
る
暴
力
が
2
割

を
超
え
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
へ
の
影
響

　
D
V
の
あ
る
家
庭
の
中
で
育
っ
て

い
る
子
ど
も
は
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
の
と
同
じ
で
す
。
暴
力
を
目
撃
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
多
大
な
ス
ト

レ
ス
を
与
え
る
た
め
、
様
々
な
症
状

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
暴
力
を
手
段
と
し
て
用
い
る
こ

と
を
学
習
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
D
V
加
害
者
は
、
D
V
を
や
め
る

こ
と
は
難
し
い
そ
う
で
す
。
自
ら
の

価
値
観
や
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
す
。「
D
V
で
は
」
と

気
づ
い
た
ら
、
被
害
者
に
言
っ
て
あ

げ
る
こ
と
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ

と
、
そ
し
て
相
談
機
関
に
相
談
す
る

よ
う
勧
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

◎
捨
て
な
い
で
！

　
動
物
の
習
性
を
理
解
し
、
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
飼
え
な
い
と
き
は
、
新

し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
必
要
に
応
じ
て
不
妊
手
術

　

繁
殖
の
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、

不
幸
な
命
を
作
ら
な
い
た
め
よ
う
に

す
る
た
め
不
妊
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。

◎
周
囲
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
す
る

　
動
物
を
飼
う
場
合
に
は
（
特
に
屋

外
で
は
）
注
意
が
必
要
で
す
。
抜
け

毛
（
抜
け
羽
毛
）、
に
お
い
、
鳴
き

声
な
ど
は
、
ご
近
所
の
方
が
敏
感
に

感
じ
る
も
の
で
す
。
ふ
ん
・
尿
の
始

末
や
動
物
の
健
康
へ
の
配
慮
な
ど
、

周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
、
適
正
に
飼
育
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

人
と
犬
や
猫
が
共
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。
周
囲
の
方
や
、
犬
や
猫
が
苦

手
な
方
の
気
持
ち
に
も
配
慮
し
、
適
正
な
飼
育
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

犬
や
猫
の
不
妊
手
術
の
補
助
金
や
、
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
役
場
町
民
生
活
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当　

☎
22
│
7
2
0
9

★犬を飼っている方へ★
☆放し飼いは禁止！
　犬を屋外で飼うときは、丈夫な
綱や鎖で犬が敷地外に出ないよう
につなぐか、柵やおりの中で飼い
ましょう。散歩中に放すのも厳禁
です。
ふん・尿の後始末は飼い主の責任
です。
　散歩のときは、ふんの処理用具
（ビニール袋・スコップなど）、水
を入れたペットボトルを携帯し、
ふんをしたときは必ず自宅に持ち
帰り、尿も水で流してください。
また自宅で済ませるようしつけま
しょう。

★猫を飼っている方へ★
☆室内飼育をしましょう！
　放し飼いは、ふん・尿による近隣へ
の迷惑になるほか、けがや感染症など
の危険がありますので、室内で飼育を
しましょう。
☆飼い主のいない猫への対応の仕方！
　おなかをすかせた猫に餌を与える人
がいます。これによって猫が集まるの
を迷惑と感じる人もいます。飼い主の
いない猫に餌を与えようとする方は、
必ずご近所の理解を得てから、次のよ
うなルールを守ることが必要です。
・不妊手術を行う。
・トイレのしつけをする。
・ 近所に迷惑が掛からない場所で餌を
与える。
・ 餌の食べ残しや、ふんの始末をきち
んとする。

DVのない
社会を目指して！

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

犬
・
猫
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
！
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平
成
23
年
度
の
事
務
事
業
評
価
が
実

施
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
住
民
評
価
委
員
会

（
井
上
照
朗
委
員
長
）
か
ら
、
町
長
あ

て
に
報
告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
町
単
独
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
事

業
の
妥
当
性
・
有
効
性
・
効
率
性
・
公

平
性
な
ど
を
精
査
し
て
、
予
算
に
反
映

す
る
も
の
で
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
7
事
業
の
う
ち
、「
継

続
」
が
4
事
業
、「
拡
大
」
が
2
事
業
、

「
廃
止
」
が
1
事
業
で
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
平

成
24
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
、
効
率

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

※ 

評
価
結
果
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
予
定
で
す
。

［11月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

ごみ収集計画表等翻訳業務委託 町 内 584,000 ㈱ 少 國 民 社
要援護者台帳データベースシステム構築業務委託 長 沢 3,500,000 ㈱甲府情報システム
公共施設清掃業務委託 町 内 800,000 ㈱プレジァコーポレーション
十谷観光駐車場調査・測量・設計業務委託 十 谷 4,300,000 ㈲グローバルエンジニア
可燃用指定ごみ袋購入 町 内 3,950,000 越 健 産 業 ㈱
増穂中学校被服室生徒机購入 天 神 中 条 800,000 ㈱ 正 直 堂
町営バス箱原バス停待合所設置工事 箱 原 826,000 ㈲ 一 之 瀬 工 務 店
殿原公園PAS取付・高圧ケーブル取替工事 最 勝 寺 1,100,000 ㈲ 深 沢 電 器 商 会
富士川町役場本庁舎非常用発電機設備設置工事 天 神 中 条 21,100,000 ㈱ 伸 電 工 業
増穂中学校電気設備改修工事 天 神 中 条 10,250,000 峡 南 電 機 ㈱
鳥屋柳川簡易水道配水管布設替工事 鳥 屋 889,000 高 橋 商 事 ㈲
町道長沢 25 号線配水管布設工事 長 沢 3,350,000 高 橋 商 事 ㈲
町道𣇃米 3号線配水管布設工事 𣇃 米 2,134,000 ㈲ 石 井 住 宅 設 備
利根川プールフェンス設置他工事 小 林 2,930,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
町道𣇃米 6号線水路改修工事 𣇃 米 2,230,000 ㈱ 加 藤 建 設
町道梅久保線道路改良工事 鰍 沢 3,750,000 ㈱ フ カ サ ワ
町道鬼島 2号線道路改良工事 鰍 沢 10,800,000 鶴 田 組 建 設 ㈲
東川拡幅工事（23－3） 大 椚 32,950,000 ㈱ 巽 建 設

　
冬
至
か
ら
元
日
に
か
け
て
、
高
下
地
区
は
、
富
士
山
頂
か
ら

の
日
の
出
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
）
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
、次
の
と
お
り
交
通
規
制
（
一
方
通
行
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
担
当　
☎
22
│
7
2
0
2

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

▶
井
上
委
員
長
と
深
澤
副
委
員
長
か
ら
町
長
に

報
告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

規
制
日
時

平
成
23
年
12
月
31
日（
土
）
午
後
11
時
〜

平
成
24
年
1
月
1
日（
日
）
午
前
9
時
ま
で

※
当
日
は
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

町
独
自
の

事
務
事
業
評
価
実
施

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

林道立石清水線
林道赤石高下線

至 泊平

県営赤石高下線

至 平林

日出づる里農村公園

県道高下鰍沢線
至 仙洞田

至 最勝寺

至 国道 52号

土録

砂垈

県道高下鰍沢線

老人ホーム 増穂南小

妙法寺

下高下

交通規制
→ 一方通行

ダイヤモンド富士
鑑賞スポット
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◇どんなお仕事をしていますか？
　笛吹中央病院で作業療法士として、心身に障がいを
もった方々のリハビリテーションを行っています。
◇富士川町をどう思いますか？
　四季を体全体で感じることができる自然豊かな町だ
と思います。
◇富士川町に期待することは？
　子どもからお年寄りまで一緒に楽しめるイベントを
たくさん企画してもらい、活気あふれる元気な町であっ
てほしいです。
◇ご趣味は？
　大学以来していなかったテニスを始めました。テニ
ス仲間募集中です。
　飲食店巡りにも凝っています。町内の店もまだ行っ
たことのないところが多いので、おすすめがあったら
教えてほしいです。
◇将来の夢は？
　作業療法士として関わるすべての方を笑顔にするこ
とです。

　「今年の米の出来栄えはとても良いです。」と話す名
執さんは、地元の企業を退職後、後継者のいない生産
者の跡をついで半年余り。現在は、町内の酒造会社と
提携して、清酒「春鶯囀」で使用する「玉栄」の米作
りに励んでいます。名執さんの耕作面積は2.7ha。作
付け地のほとんどが、耕作をする人がいないいわば遊
休農地になってしまう田んぼ。その田を借り受けて耕
作し、今年は、60俵の米がお酒に生まれ変わります。
　名執さんに今年の米の出来栄えをお聞きすると、「今
年は春先が暖かく、夏は寒暖の差があり、とても苦労
しました。そのため、作付け時期を遅らせてみたところ、
それがうまくいき、良質な米ができました。一人でた
くさんの田んぼを作付けしているので、日々雑草との
戦いでした。また、台風、大雨など自然災害が多かっ
たことから、気をもむ毎日が続きました。酒米以外で
は、玉割れがおこっていましたが、この米はしっかり
収穫できました。こうやって収穫できると作ってよかっ
たと思います。この酒米作付け初年度としては、満足
の行く出来でしたが、もっと良い米が作れるよう努力
していきたいと思います。この米がお酒になり、飲ん
でいる人がどのような感想を言ってくれるか楽しみで
あり、不安でもあります。私はお酒が飲めませんので、
自分で批評ができませんが。」と笑顔で話されました。
　「富士川町で耕作した米が富士川町で生産される清酒
に生まれ変わる。これぞ地産地消です。回りを見渡す
とまだまだ耕作放棄地があります。それらを借りてもっ
と多くの米をつくりたいです。すべての遊休農地解消
とまでは行かないまでも、その一翼が担えればと思い
ます。」と熱心に話されました。

保坂　　岳さん
［22歳・最勝寺］

佐久間優
ゆう

成
せい

くん
6歳 4カ月
（大椚）

地産地消と遊休農地解消のために
名執　雅之さん（天神中条）

この絵は、お散歩に行ったときです。
そこには、魔女のほうきが落ちてい
て、ほうきに跨ろうとしたら、ほう
きが動きました。ビックリしました。
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【
短　

歌
】

ふ
ん
わ
り
と
風
船
カ
ズ
ラ
の
う
す
み
ど
り
ハ
ー
ト
の
種
を
抱
き
て
色
づ
く

 

堀
内　

竹
子

久
び
さ
の
日
本
人
大
関
誕
生
に
ビ
ー
ル
が
美
味
い
二
本
目
空
け
る

 

仙
洞
田
紀
子

ご
は
ん
炊
く
匂
い
満
ち
い
る
台
所
棚
の
写
真
に
お
は
よ
う
を
い
う

 

秋
山
美
弥
子

【
俳　

句
】

み
づ
う
み
の
半
分
暗
し
雪
ば
ん
ば 

矢
崎　

節
子

振
り
向
か
ず
生
き
て
い
き
た
し
十
二
月 

神
田　

初
枝

遥
か
な
る
峰
く
れ
な
ゐ
に
冬
の
朝 

志
村　
　

保

【
川　

柳
】

針
千
本
飲
ん
だ
だ
ろ
う
か
あ
の
人
は 

鮎
川　

弘
子

一
言
を
笑
っ
て
耐
え
た
腹
の
虫 

若
林　

久
子

「
き
み
ま
ろ
」
を
乗
せ
て
年
金
友
の
会 

大
森　

征
子

【柔道】第15回県柔道連盟会長杯争奪少年柔道大会
（11月20日・小瀬武道館）
・小学1年男子軽量級の部
　準優勝　谷　奈々緒（増穂南小）
・小学4年女子軽量級の部
　第3位　深澤　祐美（増穂スポ少）
・小学6年女子軽量級の部
　優　勝　山上　春奈（増穂小）
・中学3年男子中量級の部
　優　勝　小池遼太郎（増穂中）
【卓球】第9回全国ホープス選手権大会山梨県予選会
（12月3日・小瀬体育館）
・小学6年
　男子の部 優　勝　深沢　太陽（増穂小）
 準優勝　中澤　英輝（増穂小）
・女子の部 優　勝　秋山　紀香（増穂小）
 準優勝　小河内遥加（増穂小）
・小学5年
　男子の部 優　勝　加賀美利輝（増穂小）
・小学4年
　男子の部 優　勝　芦澤　慶音（増穂小）
 準優勝　横塚　大和（増穂小）
・小学3年
　女子の部 準優勝　加賀美恵奈（増穂小）

2012 年

初開館は1月4日（水）です
本年もよろしくお願いします

『裁かれた命　死刑囚から届いた手紙』新潮ドキュメント賞
『サラの鍵』タチアナ・ド・ロネ著
『ぬるい毒』本谷有希子著　『清盛の平家経営術』
『大江戸釣客伝』夢枕獏著　『「平家物語」の舞台を歩く』
『西巷説百物語』京極夏彦著
『自分のアタマで考えよう』ちきりん著
『風景』瀬戸内寂聴著　　『きょう一日』五木寛之著
『ジェノサイド』高野和明著
『雪の練習生』多和田葉子著

おはなし会

図書館ボランティア
「銀のしずく」
今年もがんばります !!

　
12
月
4
日
、
町
民
会
館
に
お
い
て
、『
第
2
回
ふ
じ
か
わ

カ
ッ
プ
小
中
学
生
将
棋
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
62

名
の
ち
び
っ
子
棋
士
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
本
戦
の

A
ブ
ロ
ッ
ク
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

中学生の部
　優　勝 竹内大地（韮崎東中）
　準優勝 旭　一郎（甲府西中）
5・6年生の部
　優　勝 山内敦貴（増穂小）
　準優勝 飯野広大（新紺屋小）
4 年生以下の部
　優　勝 玉田雄基（竜王小）
　準優勝 星野匡哉（日川小）

▶
A
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
者

一年の
計は元旦にあり

日時　1月 14日㈯
　　　午前 11時～
場所　町民会館 1階
　　　和室

ふじかわカップ小中学生将棋大会

話題書ピックアップ
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区
の
名
称
の
由
来

　
小
室
区
は
、
高
低
起
伏
す
る
地
形

に
土ど

録ろ
く

、
上わ

手で

、
北
川
、
砂す

な

垈ん
た

、
矢や

ん

川が
わ

、
開
拓
の
6
つ
の
組
が
散
在
し
て

い
ま
す
。
小
室
と
は
、
室
が
僧
坊
を

意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
妙
法
寺
の
前

身
に
由
来
す
る
と
言
う
説
が
有
力
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

区
の
め
じ
る
し

　
小
室
山
と
呼
ば
れ
、
あ
じ
さ
い
寺

と
し
て
有
名
な
「
徳
栄
山
妙
法
寺
」。

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い

て
い
る
「
増
穂
南
小
学
校
」「
小
室

山
保
育
所
」。
地
区
内
で
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
黄
色
の
建
物
「
日
出
づ
る

里
活
性
化
組
合
」。
こ
こ
で
は
、
ゆ

ず
の
加
工
を
し
て
お
り
、
ゆ
ず
の
季

節
に
は
、ゆ
ず
の
香
で
包
ま
れ
ま
す
。

　
6
月
下
旬
の
県
道
高
下
鰍
沢
線
沿

い
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い

が
出
迎
え
、そ
の
あ
じ
さ
い
を
見
て
、

「
小
室
に
入
っ
た
な
」
と
思
う
人
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

区
の
名
勝
旧
跡

◆
徳
栄
山
妙
法
寺

　
通
称
小
室
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
妙
法
寺
は
、
も
と
も
と
真
言
宗

の
名
刹
で
し
た
。
文
永
11
年
、
日
蓮

上
人
が
小
室
山
に
来
た
と
き
に
、
時

の
住
職
で
あ
っ
た
善
智
法
印
と
法
論

に
な
り
、日
蓮
上
人
が
勝
っ
た
た
め
、

改
宗
し
て
「
徳
栄
山
妙
法
寺
」
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
妙
法

寺
は
、
日
蓮
上
人
が
ご
在
山
中
の
代

表
的
な
直
創
寺
院
で
、見
事
な
山
門
、

毒
消
し
の
護
符
が
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
あ
じ
さ
い
寺
と
し

て
も
有
名
で
す
。

◆
法
論
石

　
土
録
の
懸
腰
寺
に
大
石
が
あ
り
ま

す
。
日
蓮
上
人
と
善
智
法
印
と
の
法

論
で
、
行
力
で
こ
の
大
石
を
空
中
高

く
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
人
は

今月は、小室区です。

法
華
経
を
唱
え
、
大
石
を
空
中
に
縛

り
留
め
て
、
法
印
の
祈
に
は
ビ
ク
と

も
せ
ず
に
再
び
上
人
が
お
経
を
唱
え

る
と
静
か
に
地
上
に
降
り
て
も
と
の

位
置
に
納
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
石
を
法
論
石
と
呼
び
ま
す
。

今
で
も
空
中
に
浮
か
ん
で
い
た
ら
、

世
界
的
に
も
有
名
な
お
寺
に
な
っ
て

い
た
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

言
い
伝
え

◆
思
い
沢

　
徳
栄
山
妙
法
寺
の
南
、
北
川
地
内

を
流
れ
る
沢
の
こ
と
を
「
思
い
沢
」

と
呼
び
ま
す
。

　

小
室
山
が
真
言
宗
の
道
場
で

あ
っ
た
こ
ろ
、善
智
法
印
の
許
婚「
朝

顔
姫
」
が
法
印
を
慕
い
、
京
よ
り
は

る
ば
る
山
坂
を
越
え
て
北
川
ま
で
来

た
と
こ
ろ
、
小
室
山
に
は
女
人
禁
制

の
掟
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
姫
は
こ

の
沢
を
一
つ
隔
て
て
思
う
人
に
会
う

こ
と
が
出
来
ず
、
日
夜
重
い
焦
が
れ

た
こ
と
か
ら
、こ
の
沢
を
「
思
い
沢
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
そ
の
沢
は
準
用
河
川
思
沢

川
と
な
っ
て
ま
す
。

　
な
ん
と
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
ね
。

穂積で行なわれる手づくりイベント

区の概要
　人　口 342 人
　世帯数 177 戸
　区　長 小池太一氏
（平成 23年 12月 1日現在）

VOL.18

わたしたちの
区を紹介しま～す。

　穂積地域（小室区・高下区）では、地域の皆
さん手作りのイベントを行っています。これら
のイベントどれをとっても、他にはない特色の
あるイベントです。次に列記したイベント以外
にもたくさん行っています。まずは穂積に来て
みるじゃん！
1月1日 ダイヤモンド富士観賞
6月下旬 あじさい祭り
11月中旬 ゆずの里まつり
 ゆず狩り体験
12月下旬 ダイヤモンド富士

▲法論石

▶
妙
法
寺
庫
裡
と
あ
じ
さ
い

▶
ゆ
ず
の
里
ま
つ
り

穂積で行なわれる手づくりイベント
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皆
さ
ん
の
体
の
中
に
あ
る
肝
臓
の

働
き
、
ご
存
知
で
す
か
？

①
栄
養
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
貯
蔵

②
出
血
を
止
め
る

③
解
毒
（
体
内
で
作
ら
れ
た
も
の
を

無
害
な
も
の
に
変
え
る
）、
な
ど
の

重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
肝
臓
は
手
術
な
ど
で
4
分
の
3
を

切
除
し
て
も
数
ヶ
月
で
元
に
戻
る
と

い
う
再
生
能
力
が
あ
る
た
め
、
あ
る

程
度
の
異
常
が
あ
っ
て
も
働
き
続
け

ま
す
。
そ
の
た
め
、
異
常
を
自
覚
し

な
い
ま
ま
病
気
が
悪
化
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
症
状
が
出
に
く
い
肝
臓
の

病
気
を
発
見
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

肝
臓
の
機
能
を
調
べ
る
血
液
検

査
、
肝
臓
が
ん
を
調
べ
る
超
音
波
検

査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
あ
り
ま

す
。

　
町
の
健
診
や
職
場
の
健
診
、
か
か

り
つ
け
医
で
も
調
べ
ら
れ
ま
す
。

　
肝
臓
の
病
気
の
中
で
も
お
そ
ろ
し

い
肝
臓
が
ん
は
、
山
梨
県
で
は
全

国
平
均
よ
り
も
男
女
共
に
死
亡
率

が
高
く
、
富
士
川
町
で
も
平
成
21
年

に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
方
の
2
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
肝
臓
が
ん
の
95
％
は
肝
炎
ウ
イ
ス

の
感
染
が
原
因
で
、
主
に
C
型
と
B

型
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

は
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
多
い
た
め
、
本
人
が
気
付
か
な

い
う
ち
に
肝
炎
や
肝
硬
変
、
肝
が
ん

へ
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
肝
臓
が
ん
の
予
防
は
ま
ず
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
が
陽
性
か
ど
う
か
調
べ

る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
。
陽
性

の
方
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
専
門
医
を

受
診
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

に
つ
い
て
は
山
梨
県
で
助
成
し
て
い

ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
保
健
所　
☎
22
│
8
1
5
8

★
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課　
☎
22
│
7
2
0
7

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　今回から3回シリーズで、富士川町の小中学校で栄養管理をされている栄養士の皆さん
に学校での食育の取り組みについて紹介していいただきます。第1回目の今回は、鰍沢小
学校の小林みずき栄養士です。

　学校給食週間は、学校給食の意義や役割について理解を深め、学校給食のより一層の充
実を図ることを目的にしています。戦争のために中止されていた給食は、戦後アメリカや
ララ（アジア救済公認団体）などから物資の支援があり再開しました。
　この物資の贈呈式が行われたのが昭和21年12月24日の冬休み中だったため、一ヶ月
後の1月24日を給食記念日とし、24日から30日の一週間を学校給食週間としています。

給食の歴史

コッペパン・脱脂粉乳・クジラ肉の竜田揚げ・せんきゃべつおにぎり・塩鮭・漬け物 過去の写真出展：
日本スポーツ振興センター

多種多様な学校給食

地元でとれた食材を使った
特色ある給食など、多彩な
給食が実施されています。
給食は学校での食育を進め
る上で大切な役割を果たし
ています。

戦後の完全給食のはじまり

アメリカから小麦粉が送ら
れ、パンやミルク（脱脂粉
乳）、クジラ肉などのおかず
で完全給食が行われました。
アルマイトの食器も先割れ
スプーンも懐かしい！

給食のはじまり

山形県の私立忠愛小学校で
経済的に恵まれない児童
に、おにぎりや塩鮭・つけ
ものを昼食に出したこと
が、給食のはじまりと言わ
れています。

現　在

明治 22年 昭和 30年代 現在

今月は、輿石保健師です。

『
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
』

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

①１月 24 日～ 30 日は学校給食週間です！
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　12 月 10 日から、中央高速
バスの停留所として、「五開入
口」が新設されました。バスは
1 日上下 4 便ずつ運行されま
す。当日は、中部区の代表から
運転手に花束が贈られました。

五開入口に高速バス停

　

11
月
22
日
、
内
池
ま
す
さ
ん
（
本
町

5
）
が
め
で
た
く
1
0
0
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
、
町
・
社
会
福
祉
協
議
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
訪
問
し
、
祝
金
や

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
0
0
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　11 月 20 日、大柳川やすらぎ水辺公園をメイン会場に「大柳川やすらぎの里も
みじ祭り」が行われました。ちょうど見ごろを迎えた紅葉をバックに記念撮影をし
て、秋の大柳川渓谷を歩きました。メイン会場では、農産物や特産品を買い求める
人でにぎわいました。
　また、「出会いのウォーキング」も同時開催され、参加した男女は、秋の渓谷を
歩き、つくたべかんで「みみ」をつくり交流しました。その結果、3組のカップル
が誕生しました。

　

11
月
16
日
、
第
5
保
育
所
で
、
山
梨

セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
ク
ラ
ブ
を
招
き
、
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
は
、
セ
ラ

ピ
ー
ド
ッ
グ
が
飼
い
主
の
指
示
通
り
動

く
こ
と
に
感
心
し
、
犬
に
触
れ
た
り
、

心
臓
の
音
を
聞
い
た
り
し
て
セ
ラ
ピ
ー

ド
ッ
グ
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
と
仲
良
く
な
っ
た
よ

　11月 27日、みさき耕舎において、「氷
室の里ふれあいまつり」が行われました。
　当日は、大根の抜き取り体験や餅つき、
神楽の披露など多彩な催しが行われまし
た。

氷室の里ふれあいまつり開催！ 　11 月 27 日、鰍沢中部小学校に
おいて、「～ CHUBU-CUP ～第 2
回チャレンジランキング大会」が行
われました。参加者は、豆つまみや
バスケットボール1分間ドリブルな
どの種目を楽しみました。

豆つまみに挑戦！

も
み
じ
祭
り

県外ナンバーの自動車を使用されている方
　県内ナンバーへの変更手続きをして　山梨に納税を！

第 14回
大
柳
川
や
す
ら
ぎ
の
里

も
み
じ
祭
り
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放送大学4月生募集

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　鮫田三郎様（大久保）
　亡母、五月様のご遺志により、町の振興のために
一金　　3万円　県職員富士川会様
　町の振興のために
一金　　3万円　首都圏増穂会様
　町の振興のために
一金　　3万円　首都圏増穂会合唱団様
　町の振興のために
◆社会福祉協議会へ
一金　　5万円　匿名様
　亡夫のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　依田修一様（青柳町）
　亡母、岩子様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　堀口勇様（五開）
　亡父、竹男様のご遺志により、町の福祉のために

戸籍の窓
自 11 月 1日　至 11 月 30 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 小　　　林 丸山　明徳 （あきのり） 男 俊
 長　　　沢 初鹿野結絆 （ゆ　な） 女 実
 〃 入倉　愛琉 （あいる） 女 司
 大　　　椚 河澄　統士 （とうじ） 男 恵　司
 青　柳　町 中込　藍子 （あいこ） 女 浩
 〃 芦澤　空人 （そらと） 男 哲　也
 小　　　室 井上　敦公 （あつや） 男 大　輔
 〃 武居あかり  女 正　道
 本　町　 1  上田　桜輔 （おうすけ） 男 和　博

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 最　勝　寺 田原（祢津）朋彦 圭
 小　　　林 土橋　洋平 文　香 （ 岡 本 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 村松　 子 64 勉
 𣇃　　　米 樋口やす子 88 は る み
 〃 小 　吉一 62 裕　　子
 長　　　沢 平田　一也 66 喜 美 子
 青　柳　町 依田　岩子 101 修　　一
 〃 米長　一男 96 照　　夫
 高　　　下 望月　秀一 89 榮
 本　町　 4  齊藤　文子 98 義　　貞
 本　町　 5  増原　金造 84 望月さちみ
 〃 秋山源一郎 89 芳　　文
 中　　　部 望月　　正 85 明　　美
 五　　　開 堀口　竹男 77 勇

ひとのうごき（12月 1日現在）
人　口 16,554 人 （＋  3）
　男 8,042 人 （  0）
　女 8,512 人 （＋  3）
世　帯 6,172 戸 （－  3） ※ (　)内は対前月比

ファミリーサポート富士川からのお知らせ
　ファミリーサポート富士川専用の携帯電話が利用可能とな
りました。ファミリーサポート富士川をご利用の方はこちら
をご利用ください。電話は、午前 9時～午後 5時 30 分まで
通話可能です。
　☎ 080－5512－4393（土・日・祝祭日・年末年始は除く）

移動県民相談のお知らせ
日　　時 平成 24 年 1月 19日（木）午前 10時～午後 3時
場　　所 南巨摩合同庁舎 2階A，B会議室
相談内容 法律相談（近隣問題、土地住宅、相続、金銭貸借）
 交通事故相談、消費生活相談
◆問い合わせ　県県民生活センター　☎ 055－223－1571

★美しい県土づくり推進大会を開催します★
　県と富士川町では、住む人が誇りを持って住み続けられ、
訪れた人に何度も来てみたいと思っていただけるような美し
い県土を目指して、各種景観施策を推進してきました。
　この度、県や市町村だけでなくNPOや各種団体、公共公
益的事業者など様々な主体による、全県的かつ継続的な景観
づくりのきっかけとして、「美しい県土づくり推進大会」を
次のとおり開催することになりました。景観形成やまちづく
りに興味のある方はふるってご参加ください。
日　時　平成 24年 1月 30日（月）午後 2時～ 4時
場　所　アピオ（中巨摩郡昭和町西条 3600）
◆問い合わせ先
　山梨県美しい県土づくり推進室　☎ 055－223－1325
　企画課政策推進担当　☎ 22－7216

平成24年経済センサス活動調査にご協力ください
　平成 24 年 2月 1日を基準日として、町内のすべての企業、
事業所を対象に「経済センサス活動調査」が実施されます。
　知事から委嘱された調査員が調査員証を携帯して、平成 24
年 1月 10 日から 3月 9日にかけて事業所を訪問しますので、
調査へのご協力をお願いします。
　また、支社等を有する企業等については、国や県が委託した
民間事業者を通じて本社等に調査票を郵送します。
　この調査は、全国一斉に行なわれる調査で、経営組織、事業
所の開設時期、従業者数、事業所の主な事業の内容等を把握し、
地域の産業振興商店街の活性化などの基礎資料となります。
　調査票に記入していただいた内容は、統計の目的以外に使用
されることはありません。
◆問い合わせ先
　町民生活課生活推進担当　☎ 22－7209
　経済センサスコールセンター　☎ 0120－44－1034
※上記コールセンター受付時間午前 9時から午後 9時（土・日・祝日も可）

❖ ❖ ❖ ❖ ❖放送大学4月生募集❖❖ ❖ ❖ ❖

　放送大学では、平成 24 年度第 1学期（4月入学）の学生
を募集します。放送大学はテレビなどの放送を利用して授業
を行う通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間は 2月 29日までです。
◆問い合わせ先
　放送大学山梨学習センター　☎ 055－251－2238
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ゆずピラミットの数当てクイズに挑戦する光景
ゆずの里まつりでは恒例のゆずピラミット数当てクイズが行われました。今年は1,059個でした。（11/20）

1 歳くらいのかわいい写真を募集しています。

丹澤　梨
り
乃
の

ちゃん
（ 1歳 2カ月・青柳町）
父　陽貴さん・母　ゆりさん

久次米奏
かな
士
と

くん
（ 1歳 1カ月・天神中条）
父　大介さん・母　奈緒子さん

井出　隼
しゅん
太
た

くん
（ 1歳・長沢）

父　貴史さん・母　香菜さん

北原璃
り
空
く
音
と

くん
（ 1歳 2カ月・本町 1）
父　祐哉さん・母　真紀さん
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